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1 初めに 

 動物分類群ラベルには、様々な作成方法がある(e.g. 

柿添・丸山 2021, 丸山 2014)。著者が本館動物部門の

前専門学芸員と相談して作成した動物資料の分類群ラ

ベルは、全部で 21 項目から成っている(羽角 2022a)。

このラベルは、博物館の来館者へ見せるためのもので

はなく、当館の職員や資料を調査したい研究者が、資

料を見ただけで必要最小限の詳細情報を瞬時に得るた

めのものである。一般的に博物館の動物分類群ラベル

は情報量が少なく「せっかくラベルを新しくするのだ

から、情報量を増やそう」という目論見で考案したも

のである。学名などの情報が古くて役に立たない、過

去の同定結果を示す従来のラベルと交換するのではな

く、従来のラベルの裏側に入れ込むことで、最新の情

報と比較する意味もある。 

 

2 材料と方法 

 表 1 に、動物分類群ラベルの作成に必要な器材と資

材を示す。用紙サイズ A4 の特厚口カラーペーパーを

使用し、横1ページ(297 × 210 mm)に4つの分類群ラベ

ルが配置された PDF ファイル(羽角 2022a)を印刷した

(全部で10,256ページ)。

 
表 1. 動物分類群ラベルの作成に必要な器材と資材(予算に応じて必要な単位を発注する) 
品名 規格 物品番号／商品コード 価格(1単位) 
トナーカートリッジ 527 (リサイクル): 印字枚数

15,000枚 a 
350–8298 (896 p.)b 2個パック 1個当たり￥7,717 (税抜き)／

￥8,488 (税込) 
カラーペーパー イエロー特厚口 A4c 292–8411 (835 p.)b 1セット 250枚 3冊入￥3,108 (税抜き)／

￥3,418 (税込) 
裁断機 Uchida 180L型 1–008–001540 枝番 d 不明 
チャック袋 アスクルオリジナル(段ズレ仕

様): 0.04 mm厚 A8 (チャック下
85 mm; 袋巾 60 mm) 

947–7054 (448 p.)b 1セット(3,000枚: 300枚入 10袋)￥2,490 
(税抜き)／￥2,739 (税込) 

レザーパンチ No.650: パンチ穴径 6段階(2.0, 
2.5, 3.0, 3.5, 4.0, & 4.5 mm) 

171233e ¥1,027 (税抜き)／¥1,129 (税込)f 

テグス TORAY道糸(ハリス)「銀鱗」4.0
号 50 m(標準直径 0.330 m/m) 

112368g ¥300 (税抜き)／¥330 (税込)g 

お徳用タコ糸(中太) 太さ 1 mm, 長さ 360 m 818–499 (332 p.)h 1束￥922 (税抜き)／￥1,014 (税込) 
a学芸課にあるプリンタ(Canon LBP 8610)を使用する場合 
bASKULカタログ(2021–2022)掲載品 
c本当は黄色みの強いクリーム色が欲しかったのだが、注文可能なカタログ掲載品にはクリーム色とイエローの中間色がなく「前専門

学芸員の要望を叶えるには、イエローを選ばざるを得なかった」という経緯がある(彼の要望がなければ、クリーム色を選んでいる)。
いずれにしても、昆虫標本の採集情報を示すデータラベルとの区別が付けば、何色でも良いことになっている(柿添・丸山 2021) 
d山形県備品標示票 
e藤原産業株式会社(兵庫県三木市) 
fホームセンターヤマケン(山形県山形市) 
g熊人 Yahoo!店(57% OFF) 
h山形教育用品(Smartschool)カタログ(2021–2022)掲載品 
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 1 枚の特厚口カラーペーパー(イエロー)にレーザー

プリンタで印刷した、動物分類群ラベル 4 つを裁断機

で均等に四つ切りにする(1回の裁断で、20枚弱ほど切

れる)。まず、左右 148.5 mm ずつ、半分の大きさに切

る。更に、上下105 mmずつ半分の大きさに切ると、1

枚から 4 つの分類群ラベルが取れる。これらのラベル

を登録番号順に並べて、整理しておく(図1)。 

 
図1. 資料を見ただけで必要最小限の詳細事項が分かるよう

に21項目を記述した分類群ラベルの例 

 分類群ラベルを封入するためのチャック袋に、タコ

糸を通す穴を開ける。穴を開ける方法は様々あるが、

機能性や利便性、扱いやすさなどを考慮し、レザーパ

ンチを使用することに決めた。レザーパンチのパンチ

穴径(6段階)を検討の結果、チャックとじしろの端から

7〜8 mm の位置を 4.0 mm の穴径で開けるのがベスト

と判断した。また、ポリエチレンなどの柔らかい物や

薄い物に穴を開ける場合、金属製の座の部分に厚さ 1 

mm ほどの厚紙を敷き、ポリエチレンと一緒に 1 個ず

つ抜き出す方法がベストで、この方法だと時間を要す

るが、着実に、また綺麗に穴を開けることが出来た(4.0 

mm穴径を使用する場合、長さ200 mm、幅30 mmで厚

紙を作成すると、100回のパンチでも、スペースに余裕

を持って開けられる)。このとき「100 回のパンチごと

に、カス取りキャップを外して中のカスを捨てる」と

いう作業を繰り返した。パンチ刃の表に出ている、長

さ12 mmの穴開け部分に圧縮されて溜まった、ポリエ

チレンと厚紙は、針の長さ25 mmの「プッシュピン針

長タイプ」で押し出すと良い(図2)。 

 
図2. パンチ穴径が6段階(i.e. 2.0 mm, 2.5 mm, 3.0 mm, 3.5 mm, 

4.0 mm, and 4.5 mm)で調節可能なレザーパンチの例 

 山折りで四つ折りにした動物分類群ラベルを4.0 mm

径の穴を開けたチャック袋に密閉・封入し、これを登

録番号順に揃えておく(チャック袋を開ける場合、開封

口に高低差のある「段ズレ仕様」を選択すると開けや

すい。チャック袋を密閉する場合、溝のあるほうを上

側にすると閉じやすい)。登録番号順に揃える方法とし

て、テグスの両端に細工を施す。テグスの片方をヘア

ピン(bobby pin)のカーブ部分に、もう片方をダブルクリ

ップの閉じたレバーのカーブ部分に、それぞれ、テグ

スを結ぶのに最適とされる「クリンチノット(Clinch 

Knot)」で外れないように結び、チャック袋の穴にテグ

スの付いたヘアピンの先端部分を通して行く。テグス

の長さは、後述のタコ糸を通す過程や、その後の作業

を考慮すると、1 mが望ましい(図3)。 

 

図3. 分類群ラベルのパンチ穴に通すための作業用テグス(1 

m)の仕様例 

 チャック袋に封入した分類群ラベルが 100 個ほど溜

まったら、テグスの両端を外してクリンチノットで外

れないように結び、これらを一まとめにしておく。お
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菓子のスチール缶(長さ 210 mm, 幅 80 mm, 高さ 90〜

120 mm)などを使用すると、まとめやすい(図4)。 

 
図4. 分類群ラベルを100個単位でまとめるための直方体の

スチール缶の例 

 お徳用タコ糸(中太)は 4 束(1,440 m)あり、ここから、

分類群ラベル入れ込み用の長さ 20 cm のタコ糸 7,000

本超を切り分けた。タコ糸の束は、くくっている極細

の糸を目安に慎重に開いて行くと、ドーナツ状の束に

なる(8 の字状になった場合、どこかで捻れていること

になるので、一回りごとに糸の捻れを解いて行く作業

が必要になる)。このドーナツ状態を崩さずに、くくっ

ている極細の糸を切断し、タコ糸の両端から糸をほぐ

して行く。このとき、両端の糸は外側と内側にあるの

で、外側の糸を回しながら解いて行く。内側の糸を解

いて行くと、ドーナツ状の束が内側から崩れて行き、

絡まる可能性が高まる。外側の糸も、半分を過ぎると

微妙な絡まりが出てくるので、注意が必要(図5)。 

 

図5. 束状のタコ糸を外側からほぐして巻いて行く参考例 

 ほぐしたタコ糸が、ある程度まとまったところで、1

本の長い糸を幾重にも折り返し、折り返した箇所をハ

サミで一挙に切断することで 20 cm の糸を作ると、効

率が良いように見える。ところが、糸は、長くなるとほ

ぐした先で何ヶ所も絡まってしまう。この絡まりを解

くのに時間が掛かっていては本末転倒なので、他の効

率的な方法を考えた。 

 まず、2辺の長さ10 cmの三角柱を厚紙で作る。高さ

は任意で良い(20 cmくらいで作ると、扱いやすい)。こ

のとき、残りの1辺を3.5 cm前後で作り、真ん中を内

側に折り込む。これに、ほぐしたタコ糸を巻きつけて

行き、ある程度まとまったところで、折り込んだ窪み

を生かしてハサミで切ると、約 20 cm の糸が出来上が

る。この方法は、一見すると非効率的に見えるが、絡ま

った糸を解く、ストレスフルで無駄な時間を考えると、

ベストな選択であると断言できる(図6)。 

 

図6. 上部に窪みのある厚紙に巻いたタコ糸の例(窪みを利用

して20 cmごとに切断可能) 

 4.0 mm径の穴にテグスを通して100個を一まとめに

したチャック袋の穴に、テグスを通した状態で、テグ

スに引っ掛からないようにして、20 cm のタコ糸(太さ

1 mm)を半分に折って出来たループを通す。そのループ

に糸の両端を入れ、チャックの開封口を避けて、横側

を縛って行く。このとき、100個単位の連番の大きいほ

うの番号の近くに、クリンチノットで外れないように

結んだ「だま」を持って行く(この「だま」は、4.0 mm

径の穴を通らないように、大きめに作る)。若いほうの

番号から順にタコ糸を通して行くと、スムーズに作業

が進む(図7)。 
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図7. パンチ穴にタコ糸を通した状態の分類群ラベル(100個

単位)の例 

 それぞれの動物資料へのラベルの入れ込み作業を確

実なものにすることを目標に、動物資料データベース

(以下、DB)チェック用シートを作成し、印刷した。この

シートは、動物資料 DB で使われている(S-Net への提

供項目を含めた) 60 項目の中からピックアップした、| 

チェック箇所(✓) | 新登録番号 | 旧登録番号 | 和名／

過去の同定結果 | 国 都道府県 郡・市区町村 | 個体数 

| 標本状態 | 収蔵場所 |で構成されている。いずれも、

どこに資料が存在するのかを瞬時に見極めるために、

必要最小限の項目を挙げてある(表2)。 
 
表 2. 動物資料 DB チェック用シートの例 

 
 

 動物分類群ラベルの入れ込み作業は、以下のように

おこなうと効率的である。テグスで 100 個ずつ連番に

したラベルのテグスだまの、大きいほうの番号側のテ

グスを切る。そのテグスをダブルクリップの閉じたレ

バーのカーブ部分にクリンチノットで結び、ラベルを

入れたチャック袋が落ちないようにする。若いほうの

番号側のテグスだまは切り離さないで、そのままにし

ておき、ラベルを入れ込むときに1個ずつ外して行く。 

 

3 結果と考察 

 封入したラベルは、両生綱244件(YAMA3Am000001

〜000244)、環形動物門2件(YAMA3An000001〜000002)、

ホヤ綱 7 件(YAMA3As000001〜000007)、鳥綱 3,262 件

(YAMA3Av000001〜003262)、腕足動物門23件(YAMA3 
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Bc000001〜000023)、刺胞動物門 20 件(YAMA3Cn 

000001〜000020)、甲殻亜門 248 件(YAMA3Cr000001〜

000248)、棘皮動物門110件(YAMA3Ec000001〜000020)、

苔虫動物門 1 件(YAMA3Ep000001)、哺乳綱 408 件

(YAMA3Ma000001〜000408)、頭足綱/掘足綱/多板綱152

件(YAMA3Mo000001〜000152)、多足亜門1件(YAMA3 

Mr000001)、旧魚綱1,292件(YAMA3Pi000001〜001292)、

海綿動物門 1 件(YAMA3Po000001)、爬虫綱 83 件

(YAMA3Re000001〜000083)、星口動物門 1 件(YAMA3 

Si000001)の合計5,855件である。この中で、環形動物門

2件、ホヤ綱7件、苔虫動物門1件、多足亜門1件、海

綿動物門 1 件、星口動物門 1 件をテグスで一括りにし

た。端数は、二枚貝綱 6 件(YAMA3Bi000001〜000003, 

YAMA3Bi001705〜001707)、腹足綱 1 件(YAMA3Ga 

000001)、チョウ目 3 件(YAMA3Le017311〜017313)で、

これもテグスで一括りにした(合計 10 件)。今回のラベ

ル作成に、まったく含まれないのは、昆虫綱(YAMA3In)

である。2022年度は、これ以上の予算の割り当てが期

待できないので、優先順位の低い動物分類群の資料(e.g. 

一時収蔵庫に多数の未整理資料, 現行の分類群ラベル

の欠如)へのラベルの入れ込み作業は、2023 年度(2023

年4月)以降になる見込みである(表3)。 
 
表 3. 動物分類群ラベル(10,256 ページ)と動物資料 DB チェック用シート(794 ページ)の印刷次第 

No 分類群(門) 分類群(綱) 分類群の名称 標本

件数 
ラベルのペ

ージ番号 
印刷・

封入済 
チェック用

シート番号 
印刷

済 
優先

順位* 
1 脊索動物門 両生綱 Amphibia (綱) 244 1–59 ◯ 1–5 ◯ 2 
2 環形動物門 ― Annelida (門) 2 60 ◯ 5 ◯ 13 
3 脊索動物門 ホヤ綱 Ascidiacea (綱) 7 60–62 ◯ 5 ◯ 14 
4 脊索動物門 鳥綱 Aves (綱) 3,262 62–866 ◯ 5–68 ◯ 15 
5 腕足動物門 ― Brachiopoda 

(門) 
23 866–872 ◯ 68–69 ◯ 6 

6 軟体動物門 二枚貝綱 Bivalvia (綱) 1,707 872–1,293 Part 69–101 Part 17 
7 刺胞動物門 ― Cnidaria (門) 20 1,293–1,298 ◯ 101–102 ◯ 7 
8 節足動物門 軟甲綱/顎脚綱/鰓脚綱 Crustacea (甲殻

亜門) 
248 1,298–1,357 ◯ 102–107 ◯ 8 

9 棘皮動物門 ヒトデ綱/クモヒトデ
綱/ウニ綱/ナマコ綱 

Echinodermata 
(門) 

110 1,358–1,385 ◯ 107–109 ◯ 9 

10 苔虫動物門 ― Bryozoa (門) 1 1,385 ◯ 109 ◯ 10 
11 軟体動物門 腹足綱 Gastropoda (綱) 7,902 1,385–3,336 Part 109–261 Part 18 
12 節足動物門 昆虫綱(チョウ目以外) Insecta (綱) 8,447 3,337–5,445 ― 261–424 ― 19 
13 節足動物門 昆虫綱(チョウ目) Lepidoptera (目) 17,313 5,445–9,773 Part 424–757 Part 20 
14 脊索動物門 哺乳綱 Mammalia (綱) 408 9,773–9,875 ◯ 757–765 ◯ 1 
15 軟体動物門 頭足綱/掘足綱/多板綱 Mollusca (門) 152 9,875–9,912 ◯ 765–768 ◯ 11 
16 節足動物門 ムカデ綱/ヤスデ綱 Myriapoda (多

足亜門) 
1 9,912 ◯ 768 ◯ 12 

17 脊索動物門 条鰭綱/軟骨魚綱/頭甲
綱 

Pisces (旧魚綱) 1,292 9,912–10,235 ◯ 768–793 ◯ 16 

18 海綿動物門 ― Porifera (門) 1 10,235 ◯ 793 ◯ 4 
19 脊索動物門 爬虫綱 Reptilia (綱) 83 10,236–

10,256 
◯ 793–794 ◯ 3 

20 星口動物門 ― Sipuncula (門) 1 10,256 ◯ 794 ◯ 5 
*2022年度は、優先順位の 16までを目標にしたが、他の作業との兼ね合いや動物収蔵庫への入室制限などによって、進捗状況は遅延
の一途をたどった。2022年度は、これ以上の予算の割り当てが期待できないので、優先順位の 17以降で優先順位の低い動物分類群の
資料(e.g. 一時収蔵庫に多数の未整理資料, 現行の分類群ラベルの欠如)へのラベルの入れ込み作業は、2023年度以降になる見込み 
 

 山形県立博物館の動物資料は、動物収蔵庫に収蔵さ

れているだけでなく、学習室や一時収蔵庫、更には第

一展示室の展示ケースや森林パノラマに展示中のもの

も存在する(表 2 を参照)。標本状態が剥製や巣(卵)の、

鳥類資料(Av)の多くは、動物収蔵庫の壁際に設置され

た木製の棚の引き出しごとに整理され、DBの収蔵場所

という項目には棚の番号が記されている(e.g. A5, C1, 

H9, P3)。標本状態が貝殻の、二枚貝類資料(Bi)の大部分

や腹足類資料(Ga)の一部は、学習室の壁際に設置され

た木製の棚の引き出しごとに整理され、これも DB の

収蔵場所という項目には学習室と棚の番号が記されて

いる(e.g. 学習室A04, 学習室B07, 学習室 F02, 学習室
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G08)。しかし、他の資料には動物収蔵庫や一時収蔵庫

とだけ記されていて、収蔵庫のどこに収蔵されている

のか、はっきりしないものが少なくない。展示や貸し

出し、外部からの問い合わせで移動させた資料が、元

の収蔵場所に戻されていないケースも多々ある。 

 第一展示室に展示中の動物資料のラベルも古いまま

で、これにも刷新作業が必要となって来るが、著者が

作成した動物分類群ラベルをそのまま交換するわけに

も行かない。特に昆虫標本のラベルは小さく、注意が

必要である(e.g. 柿添・丸山 2021, 丸山 2014)。著者作

成のラベルを入れ込むのなら、展示ケースの下などの

見えないところに設置する必要がある。第一展示室の

動物資料だけラベルをまとめて、別の場所に置いてお

く必要があるのかもしれない。過去には、第一展示室

の動物資料の簡易的な刷新用ラベルが、ワードの差し

込み印刷機能を使って作成されたことがある(従来の

ラベルと情報量は同じだが、著者が最新の学名と和名

に変更したもので、学芸課のインクジェットプリンタ

が使用され、青っぽい縁取りのラベルが印刷されてい

た)。しかし、全部が完成することなく、または印刷し

たラベルを部分的にでも交換することなく、有耶無耶

になってしまったようで、作成したと思われる簡易ラ

ベルの所在も不明なままである。著者が第一展示室で

確認した限りでは、簡易ラベルが部分的にでも交換さ

れた形跡はなく、ここで著者が作業手順を記述してい

る動物分類群ラベルの刷新作業とは、別の案件として

取り扱われるべき性質のものである。 

 

4 将来の展望と課題 

 著者の5年の任期が2023年3月までなので、後任者

は、これまで著者が山形県立博物館研究報告に執筆し

た報告書(羽角 2020, 2021, 2022a, 2022b, 羽角・本間 

2019, 本稿)、および学芸課のデータベース専用 PC に

著者が残したフォルダ「動物DB(2021-2022)」内の3つ

のサブフォルダ「収蔵資料 DB(動物)全分類群, 収蔵資

料DB(動物)ファイルメーカー用, 資料ラベル(雛形)」に

ある複数のファイル、および「2023 以降 S-Net に登録

可能なデータ1,000件.xlsx」というファイルを精査して、

業務内容を把握して欲しい(それぞれ、誰が着任しても

業務継続が可能なように作成してある)。以上の業務内

容は、山形県立博物館動物部門の前専門学芸員と著者

との間の協議で成立した、著者の後任者に引き継がれ

るべき性質の最優先事項で、館としての仕事である(こ

の場合、動物部門での採用と予算の獲得が必須)。 

 羽角・本間(2019)は「2014 年度には昆虫綱チョウ目

17,313 点中の14,923 点と爬虫綱83 点中の77 点を合わ

せた15,000点が、S-Net/GBIFに登録されている」と記

述した(点数は件数の誤り: 羽角 2021)。これはクモ類

の分類の専門家であった(故)吉田哉学芸員が登録した

案件だが、Global Biodiversity Information Facility (GBIF)

では、Lepidopterous specimens とReptile specimensが別

人の名前で登録され、多方面で引用されている。登録

者名が変更された経緯は不明だが、本来ならYoshida H

として登録すべき性質の案件であり、故人の業績を正

当に評価するシステム作りが今後の課題である。
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